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COVID-19オミクロン株による第6波がようやくピークアウトを迎えた3月上旬，2月の
北京オリンピックに続いて，パラリンピックが開催されました．その一方で，ロシアのウク
ライナ侵攻によって，命を脅かされている人々，壊されていく街並みが日々ニュースで流れ
ています．人々が健康で質の高い生活を送っていくためには，その前提として平和な社会が
いかに重要であるかを痛切に感じました．1日も早く，人々が安心して暮らせる平和な毎日
が戻ってくることを祈念しております．
さて，本号では原著論文2編，総説1編，研究報告1編，資料1編を掲載できました．男

性高齢者，日本人労働者，精神疾患をもつ方，独居高齢者など，地域で暮らす対象をより深
く理解するための実践的な研究，また支援を提供する地域包括支援センター保健師を対象と
した研究と，いずれも地域で行われる看護活動に貢献できる示唆に富む論文となっています．
また，総説は本学会誌では初めての英語論文となります．日本の優れた地域看護学の知見を
広く世界に発信していく機会として，本学会誌をご活用いただけると幸いです．今後も英語
論文の投稿をお待ちしております．その他，「地域看護に活用できるインデックス」の掲載
もあり，充実した内容となりました．投稿者と査読者のみなさまに心より感謝申し上げます．
最後に，コロナ禍においても，地域の人々の健康を護るため実践現場や教育研究機関にお
いて日々奮闘されていることと拝察いたします．大変な状況ではありますが，このような健
康危機事象の下での実践や経験は貴重であり，今後の地域看護活動への示唆として振り返り，
蓄積していくことが重要と考えます．本学会誌を通じて，有用な研究成果をみなさまと共有
できましたら幸甚に思います．

 （都筑　千景）

「日本地域看護学会誌」投稿論文の締切について

　投稿論文は随時受け付けますが，1月20日，5月20日，9月20日で締め切り，審査を行います．ご
投稿をお待ち申し上げております．

訂正のお願い

　「日本地域看護学会誌」第24巻第3号において以下の誤りがございました．訂正してお詫び申し上
げます．

p34　共著者名　誤：野尻 由佳　→　正：野尻 由香
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